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令和７年度第３回古賀市スポーツ推進審議会  

 （市民体育館基本設計専門部会）会議録  

 

 （要約筆記）  

 

 

【会議の名称】  令和７年度第３回古賀市スポーツ推進審議会  

        （市民体育館 基本設計専門部会）  

 

【日時・場所】  令和７年１０月１日（水）  １８ :３０～２０：００  

リーパスプラザこが交流館 １階１０３洋室  

 

【審議会次第 】    

１．開会  

２．審議会成立の報告  

３．部会長あいさつ  

４．概要説明及び議事  

（１）市民アンケート調査について（市公式ＬＩＮＥ）  

（２）市民アンケート調査について（市民体育館窓口）  

（３）古賀市民体育館基本設計ワークショップについて  

（４）新市民体育館 主な機能設備事務局案について  

（５）新市民体育館のアリーナ面積案について  

（６）新市民体育館 配置事務局案について  

（７）今後のスケジュールについて  

５．その他  

６．閉会  

 

【傍聴者数】  １人  

 

【出席委員等の氏名】  

委  員：吉永春男委員 （部会長）、齋藤光範委員、花田亜紗美委員、平野  

貴代子委員、長﨑英明委員、牟田口政和委員、村上恵美委員  

事務局：生涯学習推進課  課長  樋口武史、生涯学習推進課  参事補佐

兼スポーツ振興 係長  渋田孝治、その他１名  
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【欠席委員の氏名】  欠席なし  

 

【庶務担当部 署名】  生涯学習推進課  

 

【委員に配布した資料の名称】  

・市民アンケート調査について（市公式ＬＩＮＥ）…【別紙１】  

・市民アンケート調査について（市民体育館窓口）…【別紙２】  

・古賀市民体育館基本設計ワークショップ について…【別紙３】  

・新市民体育館主な機能設備事務局案       …【別紙４】                               

・新市民体育館配置事務局案について…【別紙６－１、６－２】  

・今後のスケジュール について          …【別紙７】  

 

【審議会概要】  

（１）市民アンケート調査について（市公式ＬＩＮＥ）  

 （２）市民アンケート調査について（市民体育館窓口）  

 （３）古賀市民体育館基本設計ワークショップ について  

 

【事務局による概要説明】  

 市 民 ア ン ケ ー ト 調 査 （ 市 公 式 Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ ） に つ い て 、 市 公 式 Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ を 用

い た 市 民 ア ン ケ ー ト 調 査 を ７ 月 ８ 日 （ 火 ） １ ２ ： ０ ０ ～ ８ 月 １ ２ 日 （ 火 ）

１ ２ ： ０ ０ ま で の 期 間 に お い て 実 施 し た 。 Ｗ ｅ ｂ に て 作 成 し た ア ン ケ ー ト

を 配 信 し 、 配 信 対 象 者 は 市 公 式 Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ に 登 録 さ れ た 市 内 在 住 者 全 員 、 配

信 数 は ７ ， ２ ４ ３ 件 に な る 。 内 、 ５ ２ ７ 件 の 回 答 が あ り 回 答 率 は ７ ． ３ ％

と な っ た 。 Ｑ １ 回 答 者 の 年 代 だ が 、 ４ ０ 歳 代 が 最 も 多 く ２ ７ ． ３ ％ 、 ５ ０

歳 代 が ２ ０ ． ５ ％ で 両 者 を 合 わ せ て ほ ぼ 半 数 の 回 答 が あ っ た 。 Ｑ ４ 現 在 の

市 民 体 育 に お け る 直 近 １ 年 間 の 利 用 頻 度 に つ い て 、 市 民 体 育 館 を 利 用 し て

い な い 方 の 回 答 が ３ １ ５ 件 の ５ ９ ． ８ ％ と な っ て お り 、 現 在 市 民 体 育 館 を

利 用 し て い る 方 よ り も 多 く の 回 答 が あ っ た 。 Ｑ ５ ど の よ う な 目 的 で 使 用 さ

れ て い る か に つ い て 、 応 援 等 や そ の 他 で 使 用 さ れ る 方 が 合 わ せ て ３ ８ ４ 件

の ７ ２ ． ９ ％ と な っ て お り 、 市 民 体 育 館 の 利 用 者 に は 自 身 が 競 技 を 実 施 せ

ず と も 観 戦 や 応 援 等 で 利 用 さ れ る 方 が 非 常 に 多 い こ と が う か が え る 。 Ｑ ６

現 在 の 市 民 体 育 館 ま で の 主 な 交 通 手 段 に つ い て 、 現 在 の 市 民 体 育 館 ま で 徒

歩 が 手 段 と な っ て い る 方 が ４ ９ 件 の ９ ． ３ ％ に な っ て お り 、 Ｑ ７ 千 鳥 ケ 池

公 園 （ 新 た な 市 民 体 育 館 ） ま で の 主 な 交 通 手 段 に つ い て 、 徒 歩 が 交 通 手 段

に な る 方 が ９ ４ 件 の １ ７ ． ８ ％ に な っ て お り 、 徒 歩 圏 内 で 新 市 民 体 育 館 ま
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で 向 か え る 方 が 多 く な る 傾 向 が 見 受 け ら れ た 。 Ｑ ８ 新 た な 市 民 体 育 館 に 望

む ス ポ ー ツ 設 備 に つ い て 、 ア リ ー ナ が ３ ０ ７ 件 の ３ １ ． ２ ％ 、 周 回 す る ウ

ォ ー キ ン グ コ ー ス が ２ ６ ９ 件 の ２ ７ ． ４ ％ 、 観 客 席 が ３ ０ ３ 件 の ３ ０ ．

８ ％ と な っ た 。 観 戦 や 応 援 等 で 使 用 さ れ る 方 が 非 常 に 多 く 、 ま た 、 新 し い

市 民 体 育 館 に お い て も 観 客 席 の 設 置 を 望 む 意 見 が 多 く 見 受 け ら れ る 。 Ｑ ９

新 た な 市 民 体 育 館 に 望 む 付 帯 設 備 に つ い て 、 休 憩 ス ペ ー ス が ３ ７ ２ 件 １ ３ ．

３ ％ 、 防 災 機 能 が １ ３ ． １ ％ と 多 く の 回 答 が あ っ た 。 新 し い 市 民 体 育 館 は

避 難 所 と し て 指 定 さ れ る こ と が 想 定 さ れ 、 防 災 倉 庫 の 設 置 な ど 防 災 機 能 の

確 保 が 必 要 に な る 。 ま た 、 更 衣 室 が ３ ３ ２ 件 １ １ ． ９ ％ と 多 く 、 現 在 の 市

民 体 育 館 に お い て も 設 置 さ れ て い る こ と か ら 、 新 し い 市 民 体 育 館 に お い て

も 必 要 な 設 備 機 能 に な る と 考 え る 。 シ ャ ワ ー ル ー ム が ２ ９ ５ 件 の １ ０ ．

５％となっており、こちらも設置の検討を 行う。  

 市 公 式 Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ を 用 い た 市 民 ア ン ケ ー ト の 自 由 記 述 を ポ ジ テ ィ ブ 意 見 と

ネ ガ テ ィ ブ 意 見 に 区 別 し た 。 ポ ジ テ ィ ブ 意 見 の 内 、 機 能 設 備 に つ い て は １

２ ８ 件 の 意 見 が あ り 、 内 、 空 調 設 備 を 望 む 意 見 が 最 も 多 く ３ ２ 件 あ っ た 。

現 在 、 市 内 小 中 学 校 体 育 館 に お い て 空 調 設 備 の 設 置 工 事 が 始 ま っ て お り 、

新 し い 市 民 体 育 館 に お い て も 同 様 に 空 調 設 備 は 必 須 に な る と 考 え る 。 次 に

多 か っ た 意 見 が 駐 車 場 で 、 意 見 数 １ ２ ８ 件 の 内 ２ ９ 件 あ っ た 。 駐 車 場 に つ

い て は 、 多 く の 駐 車 台 数 を 確 保 す る こ と が 検 討 課 題 で あ る と 考 え る 。 規 模

に つ い て 、 ２ ３ 件 の 意 見 が あ り 、 ク ロ ス パ ル 程 度 の 体 育 館 と い っ た 現 在 の

市 民 体 育 館 よ り も 大 き い 体 育 館 を 望 む 意 見 が 目 立 っ た 。 防 災 ・ 避 難 所 に つ

い て ２ ２ 件 の 意 見 が あ っ た が 、 新 し い 市 民 体 育 館 は 避 難 所 と し て 指 定 さ れ

ることが想定さ れ、防災倉庫の設置など防災機能の検討が必要である 。  

 ネ ガ テ ィ ブ 意 見 で で あ る が 、 財 源 に つ い て ９ 件 の 意 見 が あ っ た 。 現 在 と

同 規 模 程 度 か 縮 小 し 財 政 負 担 を 少 な く す る と い っ た 意 見 が あ り 、 新 し い 市

民 体 育 館 の 建 築 に つ い て は 、 建 築 コ ス ト や 維 持 管 理 費 に つ い て 慎 重 な 検 討

が 求 め ら れ る 。 立 地 に つ い て 最 も 多 く ２ ３ 件 の 意 見 が あ り 、 今 後 の 建 築 に

あたっては、千鳥ケ池公園周辺の住民に対し十分な 配慮が必要にな る。  

 次 に 市 民 ア ン ケ ー ト 調 査 （ 市 民 体 育 館 窓 口 ） に つ い て 、 市 民 体 育 館 窓 口

に お い て 、 市 公 式 Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ と 同 様 の 市 民 ア ン ケ ー ト 調 査 を ７ 月 ８ 日 （ 火 ）

１ ２ ： ０ ０ ～ ８ 月 １ ２ 日 （ 火 ） １ ２ ： ０ ０ ま で の 期 間 に お い て 実 施 し た 。

現 在 の 市 民 体 育 館 利 用 者 を 対 象 と し て お り 、 ２ ５ 件 の 回 答 が あ っ た 。 Ｑ １

回 答 者 の 年 代 に つ い て 、 ７ ０ 歳 代 と ８ ０ 歳 代 の ２ 者 の み の 回 答 と な っ た 。

Ｑ ８ 新 た な 市 民 体 育 館 に 望 む ス ポ ー ツ 施 設 で は 、 ア リ ー ナ が １ ４ 件 の ４ ５ ．

２ ％ 、 観 客 席 が １ １ 件 の ３ ５ ． ５ ％ と な っ て い る 。 Ｑ ９ 新 た な 市 民 体 育 館
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に 望 む 付 帯 設 備 に つ い て 、 更 衣 室 が １ ９ 件 の １ ６ ． ５ ％ と 最 も 多 く 、 自 販

機 の １ ８ 件 １ ５ ． ７ ％ 、 休 憩 ス ペ ー ス の １ ５ 件 １ ３ ． ０ ％ と 続 い た 。 新 た

な 市 民 体 育 館 に 望 む ス ポ ー ツ 施 設 、 付 帯 設 備 に つ い て は 市 公 式 Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ で

の市民アンケート調査結果とほぼ同様の内容となっ た。  

 市 民 体 育 館 窓 口 で の 市 民 ア ン ケ ー ト 調 査 に お け る 自 由 記 述 欄 に つ い て 、

ポ ジ テ ィ ブ 意 見 は 全 部 で ２ ８ 件 あ っ た 。 機 能 設 備 に つ い て の 意 見 が 最 も 多

く １ １ 件 あ り 、 給 水 設 備 、 サ ー バ ー の 設 置 、 エ ア コ ン 、 音 響 設 備 、 サ ブ ア

リ ー ナ の 意 見 が あ っ た 。 規 模 に つ い て の 意 見 が ９ 件 あ り 、 ク ロ ス パ ル と 同

等 の 大 き さ 、 最 低 で も 現 市 民 体 育 館 の 大 き さ を 確 保 す る こ と と い う 意 見 が

目 立 っ た 。 ネ ガ テ ィ ブ 意 見 と し て 、 市 公 式 Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ で の 市 民 ア ン ケ ー ト 調

査結果とほぼ同様の内容で立地、財源についての意見が あった。  

次 に 古 賀 市 民 体 育 館 基 本 設 計 ワ ー ク シ ョ ッ プ に つ い て 、 ８ 月 １ 日 （ 日 ）

１ ０ ： ０ ０ ～ １ １ ： ４ ５ 、 リ ー パ ス プ ラ ザ こ が ２ 階 大 会 議 室 に お い て 、 市

民 自 由 参 加 型 の ワ ー ク シ ョ ッ プ を 開 催 し １ ０ 名 の 参 加 と な っ た 。 ワ ー ク シ

ョ ッ プ で は 参 加 者 の イ メ ー ジ す る 新 し い 市 民 体 育 館 に つ い て 意 見 を 挙 げ て

い た だ き 、 そ の イ メ ー ジ を 実 現 す る た め に 必 要 な 機 能 設 備 に つ い て 自 由 に

意 見 を 挙 げて い た だ い た 。 イメ ー ジ で 目 立 った 意 見 と し て は、『 た く さ ん の

チ ー ム が 大 会 に 参 加 で き る 』 や 『 老 若 男 女 が 利 用 で き る 』、『 全 世 代 の 利 用

が 可 能 』 とい っ た 、『 誰 も が 集う 体 育 館 』 の よう な イ メ ー ジ が 目立 っ た 。 こ

れ ら の イ メ ー ジ は 、 新 し い 市 民 体 育 館 の テ ー マ ・ コ ン セ プ ト の 決 定 に 役 立

つ の で は と 考 え る 。 イ メ ー ジ 実 現 の た め に 必 要 な 機 能 設 備 に つ い て 挙 が っ

た 意 見 に つ い て 、 目 立 っ た 意 見 と し て は 体 育 館 を ２ 階 建 も し く は ３ 階 建 と

す る こ と 、 空 調 設 備 の 設 置 、 防 災 設 備 機 能 の 設 置 、 駐 車 場 の 充 実 、 ト イ レ

の確保等が挙げられ た。  

こ れ ま で の 審 議 会 に お け る 委 員 か ら の ご 意 見 、 市 民 ア ン ケ ー ト 調 査 結 果 、

ワ ー ク シ ョ ッ プ の 結 果 を 踏 ま え 、 今 回 の 審 議 会 に お い て 新 し い 市 民 体 育 館

の土台となる案を作成し た。  

 

【審議】  

 （長﨑委員）  

ア ンケ ー ト の回 答 に あた り 、 新し い 市 民体 育 館 の規 模 と いっ た 一 定の 前 提条

件は あ っ たが 、 そ れを 事 務 局と し て は伝 え て きた と 思 われ て い るが 、 回 答者 に

うま く 伝 わっ て い ない 。 そ の点 は や はり は っ きり 伝 え てお く べ きだ っ た と考 え

る。 ま た 、付 帯 設 備に つ い てや は り 充実 、 誰 でも 利 用 しや す い とい う 意 見が や

はり 挙 が って い る こと か ら 、会 議 室 とか ト イ レは 今 後 充実 し て いけ る よ うな 設
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備に な っ たら 良 い と考 え る 。  

 

 （吉永委員）  

 アンケートの結果について、事務局として考えはあるか。  

 

 （事務局）  

 当 初 は Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ ア ン ケ ー ト を 予 定 し て お ら ず 、 現 市 民 体 育 館 窓 口 の み の 予

定で あ っ たこ と か ら、 ２ ５ 件の 回 答 で終 わ っ てた か も しれ な い 。市 民 体 育館 の

利用 者 層 の年 代 が 高い こ と は特 色 で もあ り 、 こう い っ た結 果 に なる の は 妥当 で

ない か と 考え る 。 そし て 、 ７， ２ ４ ３件 に 対 して ５ ２ ７人 の 方 が回 答 い ただ い

た。 市 民 体育 館 を 日頃 か ら 利用 す る 人と 、 そ うで な い 人と 意 見 が拾 え た とい う

とこ ろ で は 良 く 出 来た と 考 えて い る 。  

 

【審 議会 概 要 】  

（４ ） 新 市民 体 育 館 主 な機 能設 備 事 務 局案 に つ いて  

（５ ） 新 市民 体 育 館の ア リ ーナ 面 積 案に つ い て  

 （ ６ ） 新市 民 体 育館 配 置 事務 局 案 につ い て  

 

【事務局による概要説明】  

 新 市 民 体 育 館 主 な 機 能 設 備 事 務 局 案 と ア リ ー ナ 面 積 案 、 配 置 事 務 局 案 に つ

いて 、 ま ず、 新 市 民体 育 館 主な 機 能 設備 事 務 局案 に つ いて 説 明 する 。 体 育館 ・

アリ ー ナ につ い て 、芝 生 広 場、 駐 車 場は と も に必 要 な 面積 が 確 保さ れ て いる た

めど ち ら も狭 め る こと は 困 難で あ り 、両 者 の 面積 を 確 保し つ つ 、新 市 民 体 育 館

の建 築 面 積を 考 慮 する 。 体 育館 は 地 上２ 階 建 てと し 体 育館 建 築 面積 、 観 客席 を

確保 す る 。建 築 高 さは 日 照 権を 配 慮 する 。 都 市計 画 上 、第 一 種 低層 住 居 専用 地

域で 原 則 １０ ｍ ま での 高 さ であ る が 、体 育 館 は現 実 的 に１ ０ ｍ を超 え る 。県 の

許可 を 得 て１ ０ ｍ を超 え る 体育 館 を 建築 す る こと と な るが 、 日 照権 等 、 近隣 住

民に 配 慮 し極 力 、 敷地 中 央 に寄 せ る 。ア リ ー ナ面 積 は ９５ １ ． ７㎡ と す る。 こ

れま で 同 様、 バ ス ケッ ト ボ ール １ 面 、バ レ ー 一般 男 子 ９人 制 ２ 面、 バ ド ミン ト

ン６ 面 の コー ト を 確保 す る 。ま た 、 バド ミ ン トン コ ー トの 間 隔 を広 げ る とと も

に、 ア リ ーナ の 横 幅 に 余 裕 を確 保 す る。 建 築 面積 は １ ，４ ２ ０ ㎡（ 仮 ） 程度 と

する 。 現 在の 市 民 体 育 館 の 建築 面 積 １， ２ ４ ３㎡ と ア リー ナ 面 積８ ３ ７ ㎡の 比

率を 参 照 し、 新 市 民体 育 館 のア リ ー ナ面 積 ９ ５１ ㎡ か ら逆 算 し たが 、 ア リー ナ

だけ で な く様 々 な 機能 設 備 の設 置 を 検討 す る こと か ら 、暗 に こ の逆 算 ど おり の

建築 面 積 には な ら ない が 、 目安 と し て建 築 面 積１ ， ４ ２０ ㎡ 以 上に な る ので は
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ない か と 想定 す る 。空 調 設 備に つ い て、 市 民 アン ケ ー ト等 の 意 見等 を 踏 まえ 、

空調 設 備 の設 置 は 必須 で あ ると 考 え る。 観 客 席に つ い て、 体 育 館を ２ 階 建て と

する こ と で観 客 席 を確 保 し 、極 力 、 多く の 観 客席 を 確 保し 、 ２ 階観 客 席 傍に は

卓球 台 の 常設 も 検 討す る 。 高齢 者 、 障害 者 等 の移 動 等 の円 滑 化 の促 進 に 関す る

法律 に 基 づき 、 観 客席 に は 一定 数 以 上の 車 椅 子使 用 者 スペ ー ス を設 置 す るこ と

とし 、 個 別の 座 席 を検 討 す るが 、 階 段席 も 検 討 す る 。 駐車 場 に つい て 、 駐車 場

は十 分 に 確保 す る こと と す る。 地 下 駐車 場 は 雨水 排 水 先が 千 鳥 ケ池 と な るた め 、

車両 か ら のガ ソ リ ンや エ ン ジン オ イ ル漏 れ 等 が発 生 し た場 合 に は環 境 に 配慮 で

きな い こ とか ら 、 駐車 場 は 計画 ど お り地 上 １ 階に 設 置 する 。 高 齢者 、 障 害者 等

の移 動 等 の円 滑 化 の促 進 に 関す る 法 律に 基 づ き、 車 椅 子使 用 者 用駐 車 施 設に つ

いて 、 一 定数 以 上 を設 置 す る 。 ト イ レに つ い て、 高 齢 者、 障 害 者等 の 移 動等 の

円 滑 化 の 促 進 に 関 す る 法 律 に 基 づ き 、 男 女 ト イ レ 、 お よ び 車 椅 子 使 用 者 便 房

（多 目 的 トイ レ ） は各 階 に １箇 所 ず つ以 上 、 設置 す る 。防 災 に つい て 、 避難 所

を想 定 し 防災 倉 庫 を設 置 す る 。 そ の 他に つ い て、 ２ 階 建て に な るこ と を 想定 し

てエ レ ベ ータ ー 、 およ び 階 段を 設 置 し、 ロ ビ ー、 更 衣 室、 シ ャ ワー 室 、 会議 室 、

倉庫 等 を 設置 す る 。  

 観 客 席 の一 定 数 以上 の 車 椅子 使 用 者ス ペ ー ス、 駐 車 場の 車 椅 子使 用 者 用駐 車

施設 、 ト イレ に つ いて は 高 齢者 、 障 害者 等 の 移動 等 の 円滑 化 の 促進 に 関 する 法

律に よ り 、延 床 面 積２ ， ０ ００ ㎡ 以 上の 特 別 特 定 建 築 物を 建 築 する 際 に は、 こ

れら の 基 準に 適 合 させ な け れば な ら ない 。 新 市民 体 育 館に つ い ては 、 仮 で建 築

面積 １ ， ４２ ０ ㎡ とし て い るが 、 延 床面 積 に つい て は ２階 建 て を想 定 し て お り

２， ０ ０ ０㎡ を 超 える か も しれ な い 。そ の 場 合に は 、 これ ら の 基準 を 満 たす こ

とが 求 め られ る 。 これ ら の 一定 数 以 上の 車 椅 子使 用 者 スペ ー ス 、車 椅 子 使用 者

用駐 車 施 設、 ト イ レに つ い ては 条 件 によ り 数 が異 な る こと か ら 、今 後 作 成予 定

のイ メ ー ジ図 に よ り 、 数 が 確保 で き るか を 確 認 す る 。  

次に 新 市民 体育 館 のア リ ーナ 面積 案 に つ い て、 赤 点 線 が バ ド ミ ン ト ン 公 式

コー ト の 面積 、 ６ 面を 確 保 する 。 青 点線 が バ スケ ッ ト ボー ル 公 式コ ー ト の面 積

とな り １ 面を 確 保 する 。 黄 色点 線 が バレ ー ボ ール 一 般 男子 ９ 人 制公 式 コ ート の

面積 と な り２ 面 を 確保 す る 。薄 い オ レン ジ 色 線が 現 在 の市 民 体 育館 ア リ ーナ の

面積 で ８ ３７ ㎡ で ある 。 緑 色線 が 新 アリ ー ナ の面 積 案 で９ ５ １ ．７ ㎡ 確 保し て

いる 。 バ ドミ ン ト ンコ ー ト に つ い て は、 日 本 バド ミ ン トン 協 会 の大 会 運 営規 定

上、 ２ ｍ 以上 確 保 する こ と とな っ て おり 、 現 在の 市 民 体育 館 に おい て は 、赤 点

線で 示 さ れた バ ド ミン ト ン コー ト 間 の間 隔 が １． ８ ｍ 程度 で あ るた め 、 選手 同

士の 衝 突 を避 け る ため に ２ ．７ ｍ の 間隔 を 確 保し た い 。ま た 、 大会 等 で 審判 の

立つ 位 置 が無 い 、 アリ ー ナ 周り に 応 援す る 人 がい る と より 狭 小 とな る 、 人が 通
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行で き る スペ ー ス が無 い と いう 意 見 を踏 ま え 、現 在 の 市民 体 育 館よ り も 縦幅 に

それ ぞ れ １． ０ ｍ 程の 間 隔 を設 け る こと と し 、縦 幅 は ３０ ． ７ ｍの 長 さ が必 要

であ る と 考 え た 。 横幅 に つ いて 、 体 育館 壁 面 にバ ス ケ ット ボ ー ルの ゴ ー ルが 設

置さ れ ま すが 、 バ スケ ッ ト ボー ル の ゴー ル は 伸縮 す る 長さ に 限 界が あ り ます 。

現在 の 市 民体 育 館 もゴ ー ル は伸 縮 す るタ イ プ であ り 、 横幅 に つ いて は こ れ以 上

伸 ば す こ と は で き な い と 考 え る 。 よ っ て 、 縦 ３ ０ ． ７ ｍ ×横 ３ １ ． ０ ｍ の ９ ５

１． ７ ㎡ が新 し い 市民 体 育 館の ア リ ーナ 面 積 とし て 考 えた 面 積 案と な る 。  

 次 に 新 市民 体 育 館 配 置 に つい て 、 新市 民 体 育館 の 建 築面 積 を 考慮 し な がら 新

たに 配 置 を示 し た 。多 目 的 グラ ウ ン ド上 部 部 分は 住 宅 街と な り 、騒 音 や 日照 権

を考 慮 し て極 力 、 多目 的 グ ラウ ン ド 中央 に 体 育館 を 配 置し 、 空 いた 場 所 は駐 車

場と し て 新た に 配 置し た 。  

 

 （吉永委員）  

 こ の 後 、 今 後 の ス ケ ジ ュ ー ル で 説 明 が あ る が 、 最 初 の 説 明 で あ っ た が 、 今

日で 今 年 度の 市 民 体育 館 基 本設 計 専 門部 会 が 終わ り と いう こ と 、そ し て 、来 年

度ま た 再 開す る と いう こ と だが 、 今 後の ス ケ ジュ ー ル の説 明 を お願 い し たい 。  

 

 （事務局）  

 令 ８ 年 度 の 取 り 組 み に つ い て 、 今 後 、 イ メ ー ジ 図 や パ ー ス 図 を 作 成 す る 業

務委 託 を 実施 し 、 イメ ー ジ 図や 新 市 民体 育 館 を可 視 化 した 後 、 テー マ ・ コン セ

プト の 決 定を す る 。ま た 、 新市 民 体 育館 を 可 視化 し た 後、 建 築 面積 や 高 さ、 配

置の 確 認 、ト イ レ やそ の 他 付帯 設 備 等の 数 の 確認 を 行 い、 修 正 等に つ い て審 議

を行 う 予 定 。 ま た 、今 年 度 の審 議 会 の目 的 に つ い て 、 新市 民 体 育館 の 概 算費 用

を算 出 す るこ と が 主で あ っ た。 今 回 まで の 審 議 内 容 を 都市 整 備 課へ 提 出 し、 概

算費 用 の 算定 を 行 う。 令 和 ８年 度 に おい て は 、イ メ ー ジ図 や パ ー ス 図 を 作成 す

る業 務 委 託を 行 う 。ど の よ うな 新 市 民体 育 館 にな る か を具 体 的 に可 視 化 した 上

で審 議 会 を開 催 し 、修 正 や 追加 を 加 え る 。 ま た、 第 1 回審 議 会 にお い て 、新 市

民体 育 館 のテ ー マ 、コ ン セ プト を 決 定し て い くこ と を 伝え て い たが 、 今 年度 に

おい て 決 定す る 必 要は 無 い 。今 後 は イメ ー ジ 図や パ ー ス図 を 用 いて 具 体 的に 可

視化 さ れ た市 民 体 育館 、 お よび ワ ー クシ ョ ッ プで 上 が った イ メ ージ を 参 照し て 、

テー マ ・ コン セ プ トを 令 和 ８年 度 以 降に 決 定 する 。  

 

 （長﨑委員）  

 当 初 、 壮 大 な 市 民 体 育 館 を 建 築 で き る の で は と 想 定 し て い た が 、 ワ ー ク

シ ョ ッ プ に お い て 、 参 加 者 に 芝 生 広 場 と 駐 車 場 の 面 積 確 保 の た め に 新 市 民
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体 育 館 は 大 き く す る こ と が 出 来 な い こ と を 共 有 で き て い た の か 。 新 市 民 体

育館 の 駐 車 場 は ２ ００ 台 以 上確 保 さ れる こ と とな っ て いた が 、 駐車 場 台 数は あ

まり 変 わ らな い の か。 ま た 、太 陽 光 やＳ Ｄ Ｇ ｓと い っ た環 境 に つい て ど う考 え

てい る の か。  

 

 （事務局）  

 ワ ー ク シ ョ ッ プ に つ い て 、 参 加 い た だ い た 方 々 に イ メ ー ジ を 描 い て も ら っ

たが 、 そ の前 段 に 駐車 場 、 芝広 場 に つい て 整 合性 を 図 る必 要 が ある こ と を伝 え

た上 で 、 市民 体 育 館の イ メ ージ を 描 いて い る 。駐 車 場 につ い て は、 前 回 まで は

市民 体 育 館 を １ ， ２０ ０ ㎡ 程度 の 面 積で 描 い た再 整 備 計画 案 で 図示 し て おり 、

今回 は 仮 の１ ， ４ ２０ ㎡ 程 度の 大 き さで 図 示 した が 、 その 分 若 干減 っ て いる と

考え る が 、配 置 場 所は 今 後 、検 討 す る。 環 境 につ い て は、 今 後 、新 市 民 体育 館

のイ メ ー ジ図 を 作 成し 、 そ の中 で ど のよ う に 環境 に 配 慮で き る 機能 設 備 が設 置

でき る か を今 後 の 審議 会 で 検討 し た い。  

  

 （長﨑委員）  

 第 １ 回 審 議 会 に お い て 、 テ ー マ ・ コ ン セ プ ト に つ い て 審 議 し た が 、 第 ８ 年

度に ど の よう に 引 き継 が れ るの か 。 アリ ー ナ につ い て 、横 幅 は 広が っ た が、 バ

レー や バ トミ ン ト ン等 、 セ ンタ ー ネ ット が あ ると 競 技 上、 支 障 があ る た め縦 幅

の３ １ ｍ を広 げ る 要素 が 無 いか と 考 える 。 ま た、 概 算 費用 に つ いて 、 ど の要 素

が明 ら か にな り 算 出が 可 能 とな っ た のか 確 認 した い 。  

 

 （事務局）  

 テ ー マ ・ コ ン セ プ ト に つ い て は 、 ワ ー ク シ ョ ッ プ に お い て イ メ ー ジ を 多 く

挙げ て い ただ い た 。こ の 内 容も 含 め て審 議 会 にお い て 引継 ぎ 、 令和 ８ 年 にて 審

議い た だ きた い 。 ３１ ｍ の 横幅 に つ いて 、 バ スケ ッ ト ボー ル の 伸縮 タ イ プ ゴ ー

ルの 伸 縮 長さ の 調 整を メ ー カー に 確 認し た と ころ 、 こ れ以 上 延 ばす こ と が 出 来

ない と の こと だ っ た。 縦 幅 を広 げ る には 移 動 式の バ ス ケッ ト ボ ール ゴ ー ル が 必

要と な り 、変 更 が 難し い と 事務 局 で は考 え た ため 、 横 幅に つ い ては 、 長 さを 広

げて 余 裕 を持 た せ た 。 概 算 費用 は 、 これ ら を 基に 今 後 、イ メ ー ジ図 を 作 成し そ

れら が 今 後の 概 算 費用 根 拠 にな る と 考え る 。  

補 足に な る が、 引 継 ぎに つ い ては 書 面 をし っ か り残 し 引 き継 い で いき た い 。

横幅 に つ いて は 、 技術 的 に 可能 か 不 明だ が 観 客席 を 引 き延 ば し てバ ス ケ ット ゴ

ール を 設 置し 、 横 幅を 引 き 延ば せ る か検 討 し たい 。 概 算費 用 は 基本 的 に 延床 面

積に 単 価 を掛 け る こと に な るが 、 概 算は あ く まで も 概 算で 、 大 まか な 面 積が 分
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かり 単 価 を掛 け る 作業 。 こ れは 都 市 整備 課 で 業務 委 託 して お り 、そ こ か ら算 出

予定 。  

 

 （吉永部会長）  

バ スケ ッ ト ボー ル の ゴー ル に つい て 今 後検 討 と のこ と だ が、 高 い スピ ー ドの

まま ゴ ー ルし た 後 、 倒 れ 込 む。 安 全 面を 考 慮 する と や はり １ メ ート ル し かな い

のは 危 険 。バ ス ケ ット ボ ー ルは 激 し くぶ つ か り合 う ス ポー ツ と いう こ と を考 え

ると 、 長 崎委 員 の 意見 で あ った よ う に、 少 し でも 広 げ る必 要 が ある 。 観 客席 を

引き 延 ば して バ ス ケッ ト ゴ ール を 設 置し 、 横 幅を 引 き 延ば せ る か検 討 す るこ と

も併 せ て 、安 全 面 で懸 念 さ れる と い う こ と を 付け 加 え たい 。  

  

 （長﨑委員）  

 関 連 し て 、 新 市 民 体 育 館 の コ ン セ プ ト と し て は 、 や は り 練 習 用 と 申 す か 、

市民 に 親 しま れ る と 申 す か 、そ の よ うな イ メ ージ が 強 い と 考 え る。 大 会 用も 望

まれ る 意 見が あ る が、 ク ロ スパ ル が ある た め 、す み 分 けが 多 少 あっ て 良 いの か

なと 考 え てい る 。  

 

 （齋藤委員）  

 意 見 の あ っ た 横 幅 は す で に 被 害 が 出 て い る 。 １ ｍ し か な い た め 、 バ ド ミ ン

トン の 場 合、 ス マ ッシ ュ の 際に 体 育 館壁 に ラ ケッ ト が 当た る 。 また 、 カ ーテ ン

が支 障 と なり １ ｍ の余 裕 は 確保 で き てい な い 。ま た 、 セン タ ー ネッ ト が ある た

め狭 小 と なっ て お り、 ネ ッ トに 足 を とら れ る 。３ １ ｍ と記 載 の ある 部 分 は最 低

３３ ｍ 、 望ま し い のは ３ ５ ｍ程 に で きれ ば 、 危険 性 は 無い と 考 える 。 ま た、 ２

階が 観 客 席に な る と考 え る が、 非 常 口が エ レ ベー タ ー しか 無 く なる が エ レベ ー

ター は 非 常時 に 止 まっ て し まう 。 階 段で は 非 常時 に 降 りら れ な い 等 、 １ 階、 ２

階を 通 じ て非 常 口 をど う す るか 考 え てお か な けれ ば な らな い 。 また 、 観 客数 が

決ま ら な いと ト イ レの 数 が 決ま ら な い 。 観 客 数を 増 や せば 増 や すほ ど ト イレ も

増や さ な いと い け ない 。 先 ほど 述 べ たカ ー テ ンだ が 、 カー テ ン は壁 の 色 が、 ベ

ージ ュ で も暗 い 色 であ れ ば カー テ ン はい ら な い。 エ ア コン を 入 れる ん だ った ら

エア コ ン の電 気 代 が増 え て くる と か 、排 煙 窓 はい ら な いん じ ゃ ない か と か、 大

きな 窓 を ずら っ と 並べ て 作 る必 要 は ない と 。 とに か く 、と か 管 理運 営 し てい く

のに 要 ら ない も の は要 ら な いと 整 理 した ら ど うか と 考 える 。 エ アコ ン も 下は 寒

いま ま 、 冷房 は 効 果あ る け ど暖 房 は 効果 が な いん じ ゃ ない か と 考え る 。 色々 と

考慮 し な いと い け ない 点 が ある よ う に 考 え る 。  
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 （牟田口委員）  

 本 日 の 市 民 体 育 館 基 本 設 計 専 門 部 会 が 最 後 と い う こ と で 、 我 々 審 議 員 が 確

認を し な けれ ば な らな い こ と は 何 か と考 え な がら 説 明 を聞 い て いた が 、 来年 度

に引 き 継 ぐた め に 今日 の 大 きな 枠 組 みを 審 議 員で 確 認 する 必 要 があ る と 考え る 。

その 枠 組 みと は 何 か 、 １ ， ４２ ０ ㎡ の建 築 面 積と ９ ５ １㎡ の ア リー ナ 面 積、 こ

れが 体 育 館の 建 築 限界 で あ ると 事 務 局の 説 明 を聞 い て 感じ 、 そ の確 認 を する 作

業だ と 考 えた 。 こ れが 共 有 でき て い ない と 何 を話 し 合 っ て い る のか 分 か らな く

なる た め 、 1 つ 1 つの 確 認 が必 要 で はな い か 。例 え ば 空調 に つ いて 、 空 調設 備

の導 入 は 必須 の た め審 議 員 に諮 り 了 承を 得 る とい う こ とで 、 こ のよ う な １つ １

つの 確 認 をし て い かな け れ ば、 何 が 今日 で 決 まっ て 、 何が 来 年 度に 協 議 を進 め

るの か と いう そ の 証と 申 す か、 結 果 が残 ら な い。 そ の よう な 理 解で 合 っ てる か

を確 認 し たい 。 そ うし な い と、 様 々 な方 向 に 意見 が 飛 び、 今 日 は何 が 決 まっ た

のか と い う話 に な って し ま う 。  

 

 （事務局）  

 機 能 設 備 に つ い て 、 詳 細 な 面 積 や 仕 様 を 検 討 す る に は 限 界 に 当 た っ て い る 。

つま り 設 計業 者 に 設計 し て もら い 、 実際 に ど のよ う な 体育 館 に なる の か を可 視

化し な い と検 討 が 進ま な い 。エ レ ベ ータ ー 、 非常 口 、 ロビ ー 等 様々 な 意 見を 挙

げて い た だい た が 、可 視 化 しな い と イメ ー ジ がで き な い。 こ の よう な 基 本的 な

仕様 を 踏 まえ 、 設 計業 者 に 委託 し ど のよ う な 機能 を 盛 り込 む 、 建築 面 積 を広 げ

られ る の か等 を 検 討し 、 来 年度 の 審 議に 繋 げ たい 。 今 年度 の 1 つ命 題 と して あ

った の が 、概 算 費 用を 算 出 する こ と が大 き な テー マ で ある 。 そ の概 算 費 用を 算

出す る に は建 築 面 積は 非 常 に重 要 で 、仮 で 算 出し た 建 築面 積 の １， ４ ２ ０㎡ は

一切 扱 え ない と い うこ と は 無い 。 概 算を 算 出 し、 イ メ ージ 図 を 作成 し た ら、 実

際に は そ れ以 上 の 建築 面 積 とな る 等 はや む を 得な い 。 ここ に 事 務局 案 と して 気

指し た 項 目ご と に 、１ つ １ つ決 を と るこ と は 大事 だ と 考え る が 、不 確 定 要素 が

多す ぎ る ため こ の 件に つ い ては 来 年 度に 持 ち 越し た い と考 え る 。  

 

 （牟田口委員）  

 若 干 の 前 後 は あ る に し て も 、 審 議 員 が イ メ ー ジ と し て 共 有 し て お か な い と 、

どん な 機 能が 必 要 か 等 、 掘 り下 げ た 議論 を す ると き に 、 枠 組 み が曖 昧 だ と議 論

がで き な い。 様 々 な意 見 が あっ て 良 いと 考 え るが 、 的 確な 話 し 合い に な ら な い

と考 え て の発 言 。 建築 面 積 は１ ， ４ ２０ ㎡ が 最大 と 感 じた が 、 仮で １ ， ４２ ０

㎡程 度 と 記載 が あ り、 程 度 とは ど の 程度 の 前 後に な る のか 気 に なる 。 極 端に す

る必 要 は ない が 、 例え ば １ ，４ ２ ０ ㎡か ら １ ，５ ０ ０ ㎡と い う よう な 、 審議 員
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に具 体 的 なイ メ ー ジを 与 え ない と い けな い 。 例え ば 齋 藤委 員 の 発言 の と おり 、

観客 数 が 増え る と それ だ け トイ レ の 必要 性 が 上が る こ とは 当 然 の現 象 で あり 、

具体 的 な 話に な ら ない 。 例 えば １ ， ５０ ０ ㎡ 以上 に な ると 難 し いと い う よう な

具体 的 な こと を 審 議員 に 示 さな い と 、そ の 内 容を ど う する か と いう の は 非常 に

議論 し に くい 。  

 

 （花田委員）  

 何 の 話 し 合 い な の か 分 か ら な い 。 何 を 審 議 員 で 決 断 し な い と い け な い の か 、

どう い う 方向 性 で 市民 体 育 館を 建 築 する に あ たっ て 考 えて い か ない と い けな い

のか 分 か らな い 。 大き な 大 会 に な る と、 バ ス ケッ ト コ ート １ 面 では 難 し いと 感

じた 。 駐 車場 も こ んな に い るの か 。 トイ レ も たく さ ん あれ ば そ の分 、 維 持す る

こと も 大 変、 最 近 でき た 新 しい 体 育 館を 見 る と、 暗 幕 は無 い と 感じ る が 、正 直

クロ ス パ ル こ が の 暗幕 も 維 持す る こ とが 大 変 。長 期 の 目線 で 見 た時 に 、 維持 す

るこ と が 大変 な も のが 最 近 は無 い と 感じ る 。 作り 方 に よっ て 暗 幕は 必 要 ない と

私も 考 え る。 こ の 面積 で 進 める の で あれ ば 、 どの 程 度 の規 模 の 大会 を 想 定す る

のか 、 多 い人 数 で 利用 さ れ ると き は 小さ な 保 育園 の 運 動会 等 で 使う 程 度 なの か 、

それ を 想 定す る と 駐車 場 も 必要 と な る。 目 的 、利 用 、 用途 で 考 え方 が 変 わる 。

今後 ど う いう 目 的 で使 う の か、 地 域 の部 活 動 の場 に な るの か 、 地域 の 方 が運 用

する た め の体 育 館 にな る の か に よ っ て駐 車 場 の台 数 に して も 観 客席 の 数 にし て

も考 え 方 が変 わ る 。  

 

 （牟田口委員）  

 建 築 面 積 １ ， ４ ２ ０ ㎡ 、 ア リ ー ナ 面 積 ９ ５ １ ㎡ で 考 え て 、 ど の よ う な 施 設

が必 要 だ とか 出 し 合い 、 テ ーマ ・ コ ンセ プ ト を考 え る 際に 、 取 捨選 択 す る方 法

もあ る と 考え る 。 まず は 必 要な 機 能 設備 を 出 し合 い 、 仮に 建 築 面積 １ ， ４２ ０

㎡を 選 定 し、 ２ 階 建て と い う設 定 、 どの よ う な機 能 設 備が 必 要 だと か 、 この よ

うな 使 い 方で あ れ ば、 こ の よう な 機 能設 備 は 不要 だ と か。 様 々 な作 業 が 出て く

るが そ の よう な 方 法も あ る かな と 感 じた 。  

  

 （長﨑委員）  

 エ ン ト ラ ン ス 広 場 、 芝 生 広 場 、 駐 車 場 が 決 ま っ て の 体 育 館 。 そ の 上 で １ ，

４２ ０ ㎡ は変 え れ ない と 。 ただ 、 仮 にエ ン ト ラン ス 広 場を 失 く して 良 い 前提 で

話し 合 い がで き る ので あ れ ば広 く で きる 。 駐 車場 を 広 くす る こ とも で き るし 、

体育 館 に つい て は 変更 が 不 可な の か 。そ れ を 確認 し て おか な い と 、 決 ま った 範

囲で 話 す しか な い 。概 算 費 用を 算 出 する た め に何 が 必 要な の か 、配 置 や 面積 の
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変更 の 自 由度 は ど の程 度 な のか が 、 審議 員 が 知り た い のと こ ろ なの か と 感じ る 。

体育 館 だ け で な く テニ ス コ ート と か 、野 球 場 とか 駐 車 場も 考 え ない と い けな い 。

その 点 が 分れ ば 審 議員 の 疑 問が 和 ら ぐ。  

 

 （事務局）  

体 育館 が エ ント ラ ン ス広 場 に 広げ る こ とが 可 能 につ い て 、体 育 館 、エ ン トラ

ンス を 含 めた 中 で の動 き は 可能 と 考 える 。 芝 生広 場 は 広さ を 確 保し た く 、芝 生

広場 を 狭 める こ と はで き な いと 理 解 いた だ け たら と 考 える 。 概 算費 用 は 面積 に

単価 を 掛 ける こ と から 、 細 かな 機 能 設備 等 は 反映 さ れ ない た め 、あ く ま でも 概

算で 算 出 した 面 積 で掛 け る 。来 年 度 、仮 に 建 築面 積 １ ，４ ２ ０ ㎡と 想 定 して 、

設置 可 能 な機 能 設 備、 設 置 不可 の 機 能設 備 、 面積 の 拡 大等 、 そ のよ う な 現実 的

な議 論 で 決定 し て いく と 考 える 。 あ らか た の 精度 が 求 めら れ る が、 ま だ 概算 費

用で あ り 精度 が 高 くな く て も構 わ な い。 来 年 度の 議 論 を経 て 、 詳細 設 計 が固 ま

れば し っ かり と し た建 築 費 用が 算 出 され 、 国 庫補 助 が どれ ほ ど 受け れ る かと い

うこ と ま で分 か っ てく る 。 結論 と し て体 育 館 はエ ン ト ラン ス 広 場 に 広 げ られ る

可能 性 は ある 。  

ま た、 ク ロ スパ ル こ がを 所 有 して い る こと は 市 とし て 強 み。 ク ロ スパ ル こが

を生 か し なが ら 、 市民 体 育 館 の 良 さ を生 か す コン セ プ トが 求 め られ る と 考え る 。

クロ ス パ ル こ が と 同規 模 の 体育 館 を 望む 意 見 があ る が 、芝 生 広 場、 駐 車 場の 制

約の 中 で クロ ス パ ルこ が と 同等 の 体 育館 の 建 築は 難 し いた め 、 この 良 さ を逆 に

とっ て ア ピ ー ル で きる よ う に来 年 度 また 議 論 した い と 考え る 。  

 

（牟田口委員）  

ど のよ う な 用途 で 使 う か を あ る程 度 決 めな い と いけ な い と感 じ る 。大 き な大

会が 無 い ので あ れ ばど れ 程 の規 模 を 想定 し て 観客 席 数 は決 ま る 。そ れ に 伴い 駐

車場 も 決 まる 。 あ る程 度 、 体育 館 を どの よ う な用 途 で 使う の か は決 め る べき 。  

 

 （事務局）  

 現 在 の 市 民 体 育 館 は 週 末 に は 大 会 が 多 く 開 催 さ れ て お り 、 ア ン ケ ー ト に も

挙が っ て いた よ う に、 非 常 に多 く の 方が 観 戦 ・応 援 に 来館 さ れ てい る こ とは 大

きな 発 見 であ っ た 。ま た 、 バス ケ ッ トコ ー ト が １ 面 し か無 い に も関 わ ら ずバ ト

ミン ト ン コー ト は ６面 と 他 の体 育 館 では 見 受 けら れ な い。 ク ロ スパ ル こ が４ 面

しか と れ ない 。 市 民体 育 館 はや は り 練習 を 意 識し 、 練 習会 場 と して し っ かり 練

習で き る とい う と ころ が ス ター ト だ った の で はな い か と考 え る 。ま た 、 設計 を

行っ て み ない と 観 客席 に 何 席を 確 保 した い と 考え て も 分か ら な い。 設 計 業者 と
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しっ か り 話し 合 い 、打 ち 合 わせ な が ら 決 め て いか ざ る をえ な い 部分 も 出 てく る

と考 え る 。観 客 席 を階 段 状 の観 客 席 も検 討 し てお り 、 その 場 合 は荷 物 置 き場 に

もで き る 。そ し て 自由 に 座 れる こ と を考 え れ ば、 実 は 階段 状 の 方が 良 い のか も

しれ な い 。そ の よ うな 事 を 確認 し て いき た い 。基 本 的 に市 民 体 育館 は 大 きな 大

会は で き ない が 、 日常 で 練 習が た く さん で き るイ メ ー ジと 小 規 模の 大 会 であ れ

ば観 客 席 でも 観 る こと が で きる 、 待 つこ と が でき る 、 試合 の 際 に交 代 し てア リ

ーナ に 降 りる こ と がで き る 、そ の よ うな イ メ ージ は 持 って い る 。  

 

 （吉永部会長）  

 こ れ ら の 意 見 に つ い て 、 来 年 度 に 持 ち 越 す 。 国 の 補 助 金 に つ い て 、 最 初 は

額が 高 い がだ ん だ んと 削 ら れる イ メ ージ が あ る。 予 算 が変 わ っ てく る が 、そ の

辺の 先 々 の申 請 は どう か 。  

 

 （事務局）  

 新 市 民 体 育 館 は 令 和 １ ４ 、 １ ５ 年 に 供 用 開 始 で あ り 、 工 事 が 令 和 １ ２ 、 １

３年 頃 に なる 。 そ の前 段 、 令和 １ ２ 年に 詳 細 設計 委 託 を予 定 し てい る が 、令 和

１１ 年 に なる こ と も考 え ら れる 。 整 備と し て は古 賀 グ リー ン パ ーク を 先 に、 千

鳥ケ 池 公 園は 後 に なる 。 何 故か と い うと 、 古 賀グ リ ー ンパ ー ク を整 備 す るこ と

によ っ て そち ら に 移動 で き る た め 。 国に 本 申 請を 行 う のは 令 和 １０ 年 か ら１ １

年に な る が調 整 は 可能 か と 考え る 。 都市 整 備 課と 打 ち 合わ せ 、 スケ ジ ュ ール 感

を明 ら か にし つ つ 、ま た 来 年度 、 説 明し た い 。  

 

 （長﨑委員）  

 市民 に 親 しま れ る体 育 館 とな っ て 欲し い 。  

 

 （事務局）  

 も う 1 つ の 部 会 で あ る 部 活 動 地 域 展 開 専 門 部 会 は す で に ４ 回 開 催 し た 。 市

民へ の 説 明会 等 を 経な が ら もう １ 回 、１ １ 月 に開 催 を 予定 し て おり 、 １ ２月 に

受け 皿 と なる 団 体 向け に 説 明会 を 行 う 。 部 会 同士 が 情 報交 換 す る場 が 無 かっ た

が、 来 年 度は 部 会 を分 け ず １つ の 審 議会 と し て 進 め て いき た い 。  


